
す
が
、
昭
和
二
十
年
八
月
に
か
け
て
は
随
分
激
し
い
戦
闘
が

あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
従
っ
て
、
我
々
船
舶
部
隊
、
碇
泊
場

も
、
米
中
空
軍
の
重
爆
撃
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
毎
日
受
け
て

い
た
の
で
し
た
。

資
料
に
よ
り
ま
す
と
、

船
舶
兵
団
司
令
部
　
　
一
、
船
舶
輸
送
司
令
部
　
　
五
、

船
舶
輸
送
司
令
部
　
二
六
、
野
戦
輸
送
隊
司
令
部
　
一
、

船
舶
輸
送
地
区
隊
司
令
部
　
二
、
船
舶
団
司
令
部
　
七
、

東
京
船
舶
隊
　
一
、
　
　
　
碇
泊
場
司
令
部
　
　
二
六
、

船
舶
砲
兵
団
司
令
部
　
一
、

と
多
く
の
司
令
部
が
各
地
に
位
置
し
て
お
っ
た
の
で
す
。
我
々

も
、
そ
の
一
つ
の
司
令
部
に
勤
務
し
て
お
っ
た
訳
で
あ
り
ま

す
。そ

の
隷
下
、
指
揮
下
に
、

各
種
連
隊
　
四
六
、
大
隊
　
六
〇
、
隊
　
一
八
一

■
　
四
八
、
班
　
三
五
、
そ
の
他
を
含
め
　
四
六
八

で
陸
軍
船
舶
部
隊
が
編
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
年
兵
の
初
陣

―
矢
部
伍
長
の
戦
死
を
悼
む
―
　 

神
奈
川
県
　
森
道
一
　 

仕
事
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
若
者
、
学
業
半
ば
の
青
年
、
恋

を
さ
さ
や
き
二
人
の
将
来
を
語
り
あ
っ
て
い
た
人
た
ち
。
こ
れ

ら
の
人
た
ち
を
戦
争
と
い
う
黒
い
影
は
そ
の
絆
を
断
ち
切
っ
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
暗
い
影
を
残
し
て
若
者
は
戦
地
に
征
き
、

大
陸
の
広
野
に
、
南
海
の
孤
島
に
、
あ
る
い
は
海
の
藻
■
と
消

え
た
。
最
期
に
「
お
母
さ
ん
」
と
叫
び
つ
つ
。
し
か
し
誰
も
そ

れ
を
語
ろ
う
と
し
な
い
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
七
月
、
私
は
東
部
第
六
十
三
部

隊
に
召
集
さ
れ
た
。
今
日
も
、
甲
府
盆
地
に
真
夏
の
太
陽
が
、

ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
付
け
、
そ
の
下
を
重
い
重
機
関
銃
を
肩
に
食

い
込
ま
せ
、
額
の
汗
を
拭
う
こ
と
も
せ
ず
、
重
い
足
取
り
で
行

進
す
る
兵
の
一
団
を
指
揮
す
る
長
谷
川
少
尉
、
ム
チ
を
片
手
に

し
て
い
る
班
長
。
軍
歌
は
歩
兵
の
本
領
『
満
朶
の
桜
』

、
大
声



を
あ
げ
よ
う
と
す
る
が
、
咽
が
ひ
り
ひ
り
乾
き
「
声
が
小
さ

い
！
」
と
、
助
手
の
罵
声
が
と
ぶ
。
衛
門
が
見
え
る
「
歩
調
と

れ
！
」
の
号
令
に
、
立
■
中
の
歩
■
は
キ
ョ
ロ
、
キ
ョ
ロ
見
回

し
て
い
る
。

長
谷
川
少
尉
の
軍
刀
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
。
衛
兵
司
令
は
慌

て
ふ
た
め
い
て
、
衛
兵
を
整
列
さ
せ
「
捧
げ
銃
！
」
と
、
部
隊

に
対
す
る
礼
を
す
る
。
と
、
少
尉
に
目
礼
を
送
る
。
カ
ツ
カ
ツ

と
軍
靴
の
響
き
を
残
し
て
営
庭
に
、
我
々
初
年
兵
は
体
の
汗
を

拭
う
暇
な
く
、
週
番
上
等
兵
の
甲
高
い
「
飯
上
げ
、
集
合
！
」

。

銃
の
当
番
は
機
関
銃
の
手
入
れ
、
そ
の
他
の
者
は
「
休
憩
、
解

散
！
」
の
声
と
共
に
、
要
領
の
よ
い
奴
は
班
長
の
足
に
と
び
つ

き
、
巻
脚
絆
を
取
る
、
助
手
の
足
も
と
に
も
。
こ
の
情
景
を
、

う
つ
ろ
な
眼
で
見
つ
め
る
兵
の
顔
。
こ
う
し
た
日
課
を
、
三
カ

月
過
ぎ
、
一
期
の
検
閲
、
二
期
、
三
期
と
過
ぎ
る
の
と
共
に
同

年
兵
の
姿
は
、
だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
初
年
兵
時
代
を
経
て
、
南
中
国
へ
と
勤

務
の
場
が
変
わ
っ
た
。
珠
江
の
流
れ
、
広
東
の
街
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
ギ
リ
ス
租
界
、
中
国
人
や
在
留
邦
人
の
行
き
交
う
中

を
、
只
々
黙
々
と
勤
務
に
就
く
兵
隊
。

私
達
は
、
珠
江
に
架
る
「
海
珠
橋
」
分
■
の
歩
■
に
立
っ

た
。
早
朝
か
ら
、
野
菜
や
果
実
を
街
に
運
ぶ
農
夫
、
こ
れ
ら
を

検
問
し
、
便
衣
隊
員
や
、
武
器
・
弾
薬
・
ア
ヘ
ン
等
の
流
入
を

防
ぐ
の
が
、
主
な
任
務
で
、
そ
の
中
で
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
な

く
、
嫌
な
事
も
度
々
あ
る
。
軍
直
轄
の
巡
察
官
は
真
夜
中
に
も

や
っ
て
来
る
。
下
手
を
す
る
と
、
さ
ん
ざ
ん
油
を
絞
ら
れ
、
軍

会
報
に
載
り
、
あ
げ
く
の
果
て
に
、
中
隊
長
か
ら
お
目
玉
を
頂

戴
し
、
外
出
止
め
を
食
う
こ
と
も
あ
る
。
職
権
を
肩
に
し
て
、

良
民
を
苦
し
め
れ
ば
、
当
然
罰
が
待
っ
て
い
る
。
不
心
得
な
兵

隊
は
、
隊
の
中
で
も
評
判
と
な
る
。
五
十
何
年
経
っ
た
現
在
で

も
、
そ
の
悪
名
は
戦
友
会
で
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
生
活
は
長
く
続
か
な
い
。
作
戦
に
、
討
伐
に
出
動

す
れ
ば
、
昨
日
ま
で
一
緒
に
飲
ん
だ
戦
友
は
無
言
で
帰
っ
て
来

る
。
当
時
の
若
者
の
命
は
こ
う
し
て
消
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

初
年
兵
　
威
張
る
奴
に
は
　
舌
を
出
し

敵
襲
に
　
も
た
つ
く
兵
の
　
銃
を
奪
り

弾
の
下
　
ク
リ
ー
ク
の
深
さ
　
計
り
け
り

初
年
兵
　
敬
礼
す
る
に
も
　
肩
を
あ
げ



浦
賀
の
沖
に
帰
り
し
に
　
故
郷
の
便
に
父
は
亡
く

浦
賀
沖
に
　
着
き
た
れ
ど
　
帰
れ
る
家
今
は
な
く

昭
和
二
十
年
五
月
　
空
襲
で
家
は
消
失

亡
き
戦
友
に
　
会
い
に
来
た
よ
と
　
ひ
ざ
ま
づ
き

靖
国
の
　
見
上
げ
る
空
に
　
大
鳥
居

靖
国
神
社
　
慰
霊
祭
に
て

当
時
の
青
春
は
、
作
戦
に
討
伐
に
、
分
■
勤
務
に
故
郷
の
山

河
を
思
い
浮
か
べ
、
遠
く
異
国
の
空
の
下
で
、
母
を
思
い
浮
か

べ
る
青
春
で
あ
っ
た
。

中
山
県
石
岐
討
伐
戦
矢
部
伍
長
戦
死
す

昭
和
十
七
年
八
月
十
五
日
払
暁
、
携
帯
食
料
三
食
分
を
携
帯

し
て
、
我
が
第
一
中
隊
は
、
指
揮
班
・
第
一
小
隊
・
第
三
小

隊
・
機
関
銃
一
個
分
隊
の
編
成
で
、
石
岐
馬
頭
桟
橋
か
ら
、
ヤ

ン
マ
ー
船
（
小
型
発
動
機
船
）
に
便
乗
し
、
一
路
東
方
に
向

か
っ
て
出
発
し
た
。

中
隊
の
編
成
は
、

中
隊
長
西
田
中
尉
、
指
揮
班
長
椎
名
伍
長
、

第
一
小
隊
長
は
中
隊
長
指
揮
下
、
第
三
小
隊
長
戸
山
准

尉
、
機
関
銃
小
隊
長
北
浦
少
尉
、
分
隊
長
中
村
伍
長
、

一
番
森
上
等
兵
、
二
番
田
村
上
等
兵
、
三
番
浅
田
上
等

兵
、
四
番
射
手
小
和
田
兵
長
、
五
番
以
下
清
水
上
等
兵
、

石
井
一
等
兵
、
伝
令
神
田
一
等
兵
の
編
成
。

こ
の
討
伐
戦
は
、
初
年
兵
に
と
っ
て
は
初
陣
で
、
細
か
い
こ

と
は
判
明
し
な
い
が
、
歩
兵
砲
隊
が
参
加
し
て
い
た
の
で
、
部

隊
（
大
隊
）
討
伐
戦
で
あ
っ
た
。
途
中
、
小
覧
小
■
に
立
ち
寄

り
、
小
覧
小
■
に
は
柴
田
昌
之
少
尉
以
下
が
そ
の
任
に
就
い
て

い
た
。

小
覧
小
■
は
、
ク
リ
ー
ク
の
正
面
に
衛
兵
所
が
あ
り
、
裏
山

に
岩
山
分
■
、
右
側
は
部
落
と
な
り
、
同
年
兵
の
古
屋
・
越
智

上
等
兵
・
菱
山
・
田
中
・
金
子
一
等
兵
も
、
小
覧
小
■
勤
務
を

し
て
い
た
。
小
■
で
兵
員
の
補
充
を
し
、
再
度
東
方
に
向
か
っ

て
出
発
し
た
の
は
十
一
時
頃
で
あ
っ
た
。

真
夏
の
太
陽
が
頭
上
を
照
り
付
け
暑
い
日
で
あ
っ
た
。
幅
広

い
ク
リ
ー
ク
か
ら
細
い
ク
リ
ー
ク
に
入
り
、
両
岸
に
は
茘
枝

（
ラ
イ
チ
ー
）
や
、
龍
眼
の
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
涼
し
い
風



が
吹
き
抜
け
、
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら
、
ヤ
ン
マ
ー
の
展
望

台
に
重
機
関
銃
を
据
え
、
田
村
上
等
兵
と
共
に
警
戒
の
任
に
就

い
て
い
た
。

そ
の
頃
、
先
頭
を
行
く
第
一
小
隊
の
兵
が
、
ク
リ
ー
ク
に
掛

け
て
あ
る
板
橋
に
鉄
帽
を
引
掛
け
、
ク
リ
ー
ク
の
中
に
落
し
て

探
し
て
い
る
間
に
、
指
揮
班
の
ヤ
ン
マ
ー
が
先
行
す
る
隊
形
に

な
り
、
そ
の
ま
ま
進
ん
で
行
っ
た
。

何
分
か
過
ぎ
た
時
に
、
突
然
チ
ェ
ッ
コ
式
軽
機
関
銃
の
け
た

た
ま
し
い
射
撃
音
、
タ
タ
…
、
タ
タ
…
。
分
隊
長
が
「
そ
れ
始

ま
っ
た
、
ヤ
ン
マ
ー
を
左
岸
に
着
け
ろ
」
と
叫
ぶ
。
我
々
初
年

兵
は
、
何
が
何
だ
か
分
か
ら
ず
、
た
だ
武
者
振
い
す
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

左
岸
に
上
陸
し
、
機
関
銃
を
据
え
て
み
る
と
、
一
方
は
ク

リ
ー
ク
、
反
対
側
は
田
圃
の
一
本
道
で
遮
■
物
は
な
く
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
分
隊
長
が
叫
ぶ
「
こ
こ
は
駄
目
だ
、

右
側
に
着
け
ろ
、
早
く
機
関
銃
が
前
に
出
な
い
と
中
サ
ン
（
中

隊
長
）
に
叱
ら
れ
ま
す
よ
」「
分
か
っ
て
い
る
」
と
、
小
隊
長

の
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

よ
う
や
く
右
岸
に
着
け
、
分
解
搬
送
で
桑
畑
の
中
を
ク
リ
ー

ク
に
添
っ
て
走
っ
た
が
、
弾
が
頭
上
を
ピ
ー
ン
、
ピ
ー
ン
と
か

す
め
る
。
古
参
兵
が
「
こ
ん
な
に
弾
丸
が
来
る
の
は
初
め
て

だ
」
と
ぼ
や
く
。
神
田
一
等
兵
は
転
が
る
よ
う
に
し
て
小
隊
長

の
後
に
続
く
。
分
隊
長
は
、
一
字
鍬
と
収
納
箱
を
持
っ
て
先
頭

に
立
っ
て
走
り
続
け
る
。
距
離
に
し
て
二
百
メ
ー
ト
ル
か
、
三

百
メ
ー
ト
ル
走
っ
た
。
前
方
は
目
に
入
る
が
、
後
方
に
対
し
て

は
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
記
憶
に
な
い
。
皆
、
懸
命
に
走
っ
て
追

い
つ
い
て
来
た
と
思
う
。

し
か
し
、
前
方
に
ク
リ
ー
ク
が
横
た
わ
り
、
前
進
す
る
こ
と

は
不
可
能
と
な
り
、
土
手
に
伏
せ
、
銃
身
を
右
大
■
に
乗
せ
一

息
入
れ
る
。
敵
弾
は
間
断
な
く
土
手
に
突
き
さ
さ
る
。
分
隊
長

の
「
銃
据
え
！
」
の
声
に
、
や
っ
と
の
思
い
で
銃
を
据
え
、
田

村
上
等
兵
が
装
■
し
、
大
和
田
兵
長
が
射
ち
始
め
た
。

前
方
の
ク
リ
ー
ク
の
中
を
兵
が
銃
を
背
負
っ
て
、
ア
ッ
プ
、

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
「
機
関
銃
前
へ
！
」「
機
関
銃
前
へ
！
」
と

泳
い
で
来
る
。
同
年
兵
の
山
本
上
等
兵
だ
。
弾
の
中
を
伝
令
に

来
た
の
だ
。
大
丈
夫
か
な
と
思
い
な
が
ら
見
守
っ
た
。

敵
は
、
前
方
五
十
メ
ー
ト
ル
の
地
点
の
望
楼
か
ら
射
ち
続
け

て
い
る
。
分
隊
長
が
小
隊
長
に
「
向
こ
う
岸
に
渡
ら
な
け
れ
ば



駄
目
で
す
。
誰
か
ク
リ
ー
ク
の
深
さ
を
計
れ
」
と
言
う
。
私
は

と
っ
さ
に
、
帯
剣
、
帯
革
、
雑
の
う
、
水
筒
を
外
し
、
身
支
度

し
た
。
浅
田
上
等
兵
が
「
森
行
く
と
や
ら
れ
る
か
ら
止
め

ろ
！
」
と
怒
鳴
る
。
分
隊
長
が
「
大
丈
夫
だ
行
け
！
」
と
怒
鳴

り
返
す
。
私
は
、
土
手
を
滑
る
よ
う
に
手
早
く
、
ク
リ
ー
ク
の

中
に
飛
び
込
ん
だ
。
深
さ
を
計
る
が
足
が
届
か
な
い
。

分
隊
長
は
、
小
隊
長
に
「
ど
う
し
ま
す
か
」

、
小
隊
長
は
判

断
に
困
っ
た
顔
を
し
た
。
ち
ょ
う
ど
潮
の
流
れ
の
関
係
で
指
揮

班
の
ヤ
ン
マ
ー
が
横
に
流
さ
れ
、
ち
ょ
う
ど
、
橋
の
よ
う
に

な
っ
た
。
分
隊
長
は
舳
先
の
所
ま
で
泳
ぎ
、
計
っ
て
み
る
と
、

胸
の
所
ま
で
の
深
さ
と
な
り
、
分
隊
長
は
「
ヤ
ン
マ
ー
を
利
用

し
て
銃
を
渡
せ
」
と
叫
ぶ
。
大
和
田
兵
長
、
田
村
上
等
兵
も
、

ク
リ
ー
ク
の
中
に
飛
び
込
む
。
銃
身
を
大
和
田
兵
長
に
渡
し
、

弾
薬
箱
を
田
村
上
等
兵
の
肩
に
乗
せ
て
や
る
と
、
田
村
上
等
兵

は
よ
ろ
け
て
、
ク
リ
ー
ク
の
中
に
ド
ン
ブ
リ
と
落
す
。

次
の
弾
薬
箱
を
渡
し
て
や
る
。
敵
は
ヤ
ン
マ
ー
を
目
標
に

射
っ
て
来
る
。
よ
う
や
く
向
こ
う
岸
に
■
り
着
き
、
銃
を
据

え
、
大
和
田
兵
長
が
射
ち
始
め
る
。
後
方
の
歩
兵
砲
が
準
備
で

き
た
か
砲
撃
を
開
始
す
る
。
そ
の
一
発
が
望
楼
の
右
端
に
命
中

す
る
。
す
る
と
、
敵
は
潮
の
引
く
如
く
敗
走
し
始
め
た
。

一
方
、
先
頭
に
た
っ
た
指
揮
班
の
ヤ
ン
マ
ー
が
、
そ
の
地
点

に
差
し
掛
か
っ
た
時
に
、
急
に
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
っ
た
の
で
、

プ
ロ
ペ
ラ
に
網
が
引
掛
か
っ
た
と
思
い
、
裸
に
な
っ
て
荒
川
軍

曹
が
ク
リ
ー
ク
の
中
に
飛
び
込
む
と
、
同
時
に
敵
の
一
斉
射
撃

が
始
ま
っ
た
。

ヤ
ン
マ
ー
の
中
で
は
、
矢
部
上
等
兵
は
、
右
往
左
往
す
る
初

年
兵
か
ら
銃
を
奪
い
取
り
、
勇
敢
に
も
敵
前
三
〇
メ
ー
ト
ル
の

洲
の
所
ま
で
泳
ぎ
着
き
、
前
進
し
て
軽
機
関
銃
を
据
え
、
連
続

射
ち
を
始
め
た
。
敵
も
さ
る
者
、
戦
闘
の
常
套
手
段
で
あ
る

「
長
い
槍
を
撲
滅
す
る
こ
と
を
第
一
条
件
」
と
知
っ
て
い
た
。

そ
の
地
点
で
の
最
大
の
火
器
、
軽
機
関
銃
を
狙
い
始
め
、
狙
撃

兵
の
射
っ
た
弾
は
、
矢
部
上
等
兵
の
右
横
腹
か
ら
、
左
横
腹
に

か
け
て
盲
管
銃
創
、「
や
ら
れ
た
！
」
と
一
言
を
残
し
て
名
誉

の
戦
死
を
と
げ
ら
れ
た
。

矢
部
上
等
兵
殿
は
、
普
段
、
班
内
に
お
い
て
非
常
に
や
さ
し

い
古
参
兵
で
、
初
年
兵
の
面
倒
見
も
よ
い
人
だ
っ
た
。
既
に
満

期
（
召
集
解
除
、
除
隊
）
の
内
示
も
あ
り
、
班
内
に
は
満
期
用



の
国
民
服
・
短
靴
等
も
揃
え
、
い
つ
満
期
に
な
っ
て
も
よ
い
準

備
を
さ
れ
て
お
り
、
今
度
の
討
伐
戦
に
は
自
ら
進
ん
で
参
加
さ

れ
た
の
に
、
中
隊
た
だ
一
人
の
戦
死
者
が
、
不
幸
に
も
今
ま
で

充
分
御
奉
公
さ
れ
て
来
ら
れ
た
矢
部
上
等
兵
殿
で
あ
っ
た
と
は

…
…
。
人
の
命
の
は
か
な
さ
は
、
運
命
の
悪
戯
と
言
い
切
れ
ぬ

も
の
だ
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

戦
い
済
ん
で
、
矢
部
上
等
兵
殿
の
御
遺
体
を
清
め
、
祭
壇
を

設
け
、
屍
衛
兵
に
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
ヤ
ン
マ
ー
の
艇
長
の
荒
川
軍
曹
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
の
で
、
川
下
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、
川
幅
い
っ
ぱ
い
に
竹

の
す
の
こ
を
張
り
、
警
備
要
員
を
除
き
、
全
員
裸
で
褌
一
本
と

な
っ
て
ク
リ
ー
ク
の
中
に
入
り
捜
索
を
行
っ
た
が
、
そ
の
時
は

遺
体
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
日
の
捜
査
は
打
切
り
、
野
営
す
る
こ
と
と
な
り
、
食
事

後
、
矢
部
上
等
兵
殿
の
屍
衛
兵
に
交
替
で
立
っ
た
。
夜
は
更

け
、
遠
く
聞
こ
え
る
犬
の
遠
吠
え
に
何
か
悲
し
い
思
い
出
の
一

夜
は
明
け
た
。

朝
食
も
そ
こ
そ
こ
に
、
遺
体
の
捜
査
は
続
行
さ
れ
た
。
空
し

く
時
は
過
ぎ
、
昼
食
の
た
め
一
旦
休
憩
し
、
再
度
捜
査
を
始
め

た
。
真
夏
の
太
陽
は
照
り
付
け
、
背
中
は
ピ
リ
ピ
リ
す
る
。
裸

は
真
っ
赤
に
染
ま
り
、
五
、
六
人
一
列
に
な
っ
て
河
下
に
行
っ

た
り
、
川
上
に
戻
っ
た
り
、
捜
査
は
続
け
る
。
ク
リ
ー
ク
の
中

に
入
る
の
は
初
年
兵
の
役
目
で
、
古
参
兵
は
岸
で
「
あ
っ
ち
で

も
な
い
」「
こ
っ
ち
で
も
な
い
」
と
言
う
だ
け
、
ク
リ
ー
ク
の

中
の
初
年
兵
の
皮
膚
は
ふ
や
け
、
ほ
ん
と
う
に
嫌
に
な
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
川
下
で
「
あ
っ
た
ぞ
う
」
と
呼
ぶ
声
、
一
斉
に

そ
の
方
向
に
走
り
出
す
。
遺
体
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
初

弾
で
倒
れ
、
水
を
大
分
飲
ん
だ
よ
う
に
み
え
た
。
久
保
田
衛
生

兵
が
遺
体
を
清
め
、
毛
利
軍
医
の
立
会
い
で
ヤ
ン
マ
ー
に
安
置

し
、
矢
部
上
等
兵
の
遺
体
を
指
揮
班
の
ヤ
ン
マ
ー
に
安
置
し
、

帰
隊
準
備
に
か
か
っ
た
。

帰
路
に
つ
く
頃
よ
り
小
雨
が
降
り
出
し
、
日
は
と
っ
ぷ
り
暮

れ
、
そ
の
中
で
乾
パ
ン
を
か
じ
る
。
味
け
な
さ
。

思
え
ば
こ
の
大
戦
で
、
幾
多
の
将
兵
が
大
陸
の
広
野
に
、
南

海
の
孤
島
に
、
祖
国
を
思
い
、
故
郷
の
山
河
を
思
い
浮
か
べ
、

最
期
は
肉
親
を
思
い
な
が
ら
散
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。




